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屏
風
ケ
浦
遊
歩
道
に
あ
る
「
屏

風
ケ
浦
の
火
山
灰
と
関
東
ロ
ー

ム
層
」
の
看
板
の
左
に
、
新
し
く

設
置
さ
れ
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が
あ

る
の
で
、
そ
こ
で
ス
マ
ホ
を
か
ざ

し
、
指
示
通
り
操
作
す
る
と
、
崖

の
画
面
の
上
に
火
山
灰
層
の
年

代
と
説
明
が
重
な
っ
て
出
て
き

て
、
と
て
も
よ
く
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
い
つ
も
の
フ
リ
ッ

プ
を
使
い
な
が
ら
の
説
明
が
、
さ

ら
に
わ
か
り
や
す
く
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。
こ
の
説
明
画
面
は
、

こ
の
場
所
、
こ
の
背
景
で
な
い
と

見
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
画

面
の
下
に
あ
る
「
カ
メ
ラ
マ
ー
ク
」

を
タ
ッ
チ
す
る
と
画
像
を
ス
マ

ホ
に
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
ま 

           

す
。
火
山
灰
層
の
成
り
立
ち
、
屏

風
ケ
浦
の
成
り
立
ち
を
理
解
す

る
に
は
、
と
て
も
良
い
ツ
ー
ル
が

で
き
た
と
思
い
ま
す
。 

高
田
川
に
も
チ
バ
ニ
ア
ン
の

説
明
を
入
れ
た
Ａ
Ｒ
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
は
夏
に
は

草
が
生
え
て
地
層
が
見
え
に
く

く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
効
果
抜

群
で
す
。
ど
ち
ら
も
専
門
員
の

方
々
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
活

用
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
民
の
会
会
員
の
皆
さ
ん
も
是

非
と
も
現
地
で
確
か
め
て
い
た

だ
き
た
く
、
お
勧
め
し
ま
す
。 

   

松
家 

英
彦 

昨
年
末
に
大
阪
に
引
っ
越
し
、

大
阪
観
光
の
代
名
詞
で
あ
る
大

阪
城
を
勉
強
中
で
、
ジ
オ
パ
ー
ク

の
視
点
か
ら
大
阪
城
を
見
て
み

よ
う
と
思
い
ま
し
た
。 

大
阪
城
は
大
阪
平
野
の
中
央

部
を
南
北
に
走
る
上
町
台
地
の

北
端
に
あ
り
ま
す
。
上
町
台
地
は

約
１
０
０
万
年
前
頃
に
隆
起
に

よ
り
で
き
た
も
の
で
、
こ
れ
は
３

０
０
万
年
前
に
起
こ
っ
た
フ
ィ

リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
の
動
き
が

北
上
か
ら
北
西
方
向
に
変
化
に

伴
う
前
弧
ス
リ
パ
ー
の
西
進
に

よ
っ
て
、
淡
路
島
や
家
島
・
小
豆

島
や
大
島
・
因
島
な
ど
が
形
成
さ

れ
ま
し
た
が
、
同
様
の
影
響
を
受

け
て
上
町
台
地
も
隆
起
し
た
の

で
は
と
私
は
推
測
し
て
い
ま
す
。

６
～
７
世
紀
に
は
、
こ
の
上
町
台

地
の
北
端
に
は
淀
川
の
支
流
や

大
和
川
が
流
れ
る
難
波
津
と
い

う
水
運
の
要
所
が
あ
り
ま
し
た
。

当
時
の
遣
隋
使
の
船
は
、
こ
こ
を

経
由
し
て
出
航

し
ま
し
た
。
ま
た
、

乙
巳
の
変
の
後

に
孝
徳
天
皇
に
よ
り
都
が
飛
鳥

か
ら
こ
の
地
に
移
さ
れ
難
波
宮

が
造
ら
れ
、
大
化
の
改
新
が
進
め

ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
以
降
、
こ
の

地
に
は
石
山
本
願
寺
、
豊
臣
大
坂

城
、
徳
川
大
坂
城
と
重
層
的
に
歴

史
・
文
化
が
存
在
し
ま
し
た
。
大

阪
城
の
最
大
の
特
徴
は
日
本
一

の
高
さ
34
ｍ
の
石
垣
で
、
ほ
ぼ

犬
吠
埼
灯
台
と
同
じ
で
す
。
ま
た
、

算
木
積
み
と
切
込
み
は
ぎ
と
い

っ
た
石
積
み
の
技
術
が
使
わ
れ
、

石
垣
構
築
技
術
の
完
成
形
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。 

石
垣
の
総
延
長
は
12

km
で
、 

           

        

主
に
瀬
戸
内
海
の
島
に
存
在
す

る
領
家
変
成
帯
の
花
崗
岩
を
使

っ
て
作
ら
れ
ま
し
た
。
南
外
堀
の

石
垣
の
風
景
は
屛
風
ケ
浦
を
想

起
さ
せ
、そ
の
名
も「
屏
風
折
れ
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
本
丸
に
は
徳
川
幕
府
の

御
用
金
を
保
管
し
た
金
蔵
（
重
要

文
化
財
）
が
あ
り
、
幕
末
に
榎
本

武
揚
が
こ
こ
か
ら
軍
資
金
と
し 

 
 

て
18
万
両
を
持
ち
出
し
、
そ 

 

の
軍
資
金
を
積
ん
だ
船
が
沈 

 

没
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
は
、
銚
子
沖
で
沈
ん
だ
美 

加
保
丸
に
つ
な
が
る
話
か
と 

思
い
ま
す
。
銚
子
と
の
係
わ
り 

も
あ
る
大
阪
城
に
一
度
足
を 

運
ん
で
頂
き
、
花
崗
岩
の
美
し 

さ
を
味
わ
っ
て
頂
き
た
い
と 

思
い
ま
す
。 

 

 

  

元
気
だ
せ 

入
梅
い
わ
し 

銚
子
港 

 

水
揚
げ
数
量
で
は
全
国
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
銚
子
港
。
ひ
と
昔
前

ま
で
は
秋
の
サ
ン
マ
漁
が
中
心

で
し
た
。「
こ
の
漁
が
終
え
て
銚

子
に
冬
が
来
る
」
昔
読
ん
だ
こ
の

句
を
思
い
出
し
ま
す
。
今
の
銚
子

は
サ
ン
マ
に
代
わ
っ
て
い
わ
し

漁
が
中
心
で
す
。 保

立 

得
造 

 

心
地
よ
さ    

草
い
き
れ
無
し 

君
ケ
浜 

 
 
 
 
 
 

 

出
口 

節 

   

西
日
射
す 

屏
風
の
崖
が  

美
し
い 

季
語
は
「
西
日
」
で
天
文
。
夏

の
午
後
は
、
西
日
が
強
烈
で
耐
え

が
た
い
。
ジ
オ
サ
イ
ト
は
、
屏
風

ケ
浦
。
海
食
崖
は
、
国
の
名
勝
及

び
天
然
記
念
物
で
、
見
学
者
も
多

い
。
新
生
代
の
地
層
の
景
観
は
、

壮
大
で
美
し
く
輝
く
。 

石
嶋 

博
行 

夏
の
ジ
オ
俳
句 

 

大
阪
城
と
ジ
オ
パ
ー
ク
的
視
点 

南外堀の屏風折れ 

屛風ケ浦のAＲ表示 

手前が金蔵、奥が天守閣 


